
天正本『太平記』における節略本文の検討

（115）940

一
、
は
じ
め
に

　

応
安
五
・
六
年
（
一
三
七
二
・
一
三
七
三
）
年
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
『
太
平
記
』
に
は
、
そ
の
一
、
二
年
前
の
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
八
月
八

日
に
起
き
た
桃
井
直
常
討
伐
の
こ
と
ま
で
も
が
語
ら
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』

は
南
北
朝
時
代
の
現
代
文
学
と
も
称
し
得
る
軍
記
物
語
な
の
で
あ
る
）
1
（

。

　

目
下
の
筆
者
の
関
心
事
の
一
つ
に
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
お
い
て
『
太
平

記
』
は
い
か
な
る
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ

の
問
題
を
追
究
す
る
際
に
、『
太
平
記
』
の
中
で
も
っ
と
も
本
文
異
同
が
顕
著
で
、

異
本
的
存
在
と
さ
れ
て
い
る
天
正
本
『
太
平
記
』（
以
下
、
天
正
本
）
の
考
察

は
重
要
で
あ
る
。
天
正
本
は
室
町
時
代
中
期
の
長
享
年
間
（
一
四
八
七
│
一
四

八
九
）
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
）
2
（

、
室
町
時
代
の
流
布
本
的
存
在

で
あ
る
南
都
本
『
太
平
記
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
に
成
立

し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
ま
た
、
室
町
時
代
の
公
家
・
武
家
・

禅
林
社
会
周
辺
の
人
々
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
）
4
（

。
筆
者
は
、

こ
の
天
正
本
に
認
め
ら
れ
る
多
様
で
独
特
な
改
訂
本
文
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

南
北
朝
・
室
町
時
代
の
人
々
の
『
太
平
記
』
認
識
の
一
端
が
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
太
平
記
』
諸
本
中
も
っ
と
も
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
天
正

本
研
究
）
5
（

の
礎
を
築
き
、
現
在
の
天
正
本
像
を
作
り
上
げ
た
の
が
約
六
十
年
前
に

発
表
さ
れ
た
鈴
木
登
美
惠
氏
の
二
論
考
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
「
佐
々
木
道
誉
を

め
ぐ
る
太
平
記
の
本
文
異
同
│
│
天
正
本
の
類
の
増
補
改
訂
の
立
場
に
つ
い

て
）
6
（

」
で
、
天
正
本
の
佐
々
木
道
誉
に
か
ん
す
る
叙
述
の
中
に
好
意
的
な
増
補
が

認
め
ら
れ
、
不
都
合
な
部
分
に
は
削
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

正
本
は
佐
々
木
道
誉
（
京
極
佐
々
木
家
）
周
辺
で
最
終
的
に
改
訂
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
続
く
「
天
正
本
太
平
記
の
考
察
）
7
（

」
で
は
、
表
現
面
に
お

け
る
主
要
な
特
徴
を
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
を
筆
者
な
り
に
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、 

古
態
本
に
は
な
い
歴
史
的
事
実
を
補
お
う
と
す
る
意
識
が
認
め
ら
れ

天
正
本
『
太
平
記
』
に
お
け
る
節
略
本
文
の
検
討

│
│ 

合
戦
場
面
を
中
心
に 

│
│

和
　
田
　
琢
　
磨
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る
が
、
こ
の
増
補
改
訂
を
行
う
に
際
し
、『
太
平
記
』
全
巻
の
構
想

を
無
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二
、 
編
年
体
的
意
識
に
基
づ
い
て
古
態
本
の
記
事
排
列
を
変
え
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
改
訂
は
前
後
の
巻
々
の
記
事
を
考
慮
し

た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
徹
底
し
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

三
、 

お
伽
草
子
に
も
通
ず
る
通
俗
的
な
抒
情
性
・
物
語
性
の
著
し
い
増
加

が
認
め
ら
れ
、「
涙
」
に
よ
り
悲
劇
性
を
強
調
す
る
場
面
が
前
後
の

記
事
と
の
関
係
を
考
慮
せ
ず
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

四
、 『
太
平
記
』
の
特
徴
で
あ
る
政
道
批
判
記
事
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
体
と
し
て
は
『
太
平
記
』
が
「
到
達
し
得
た
独
自
の

文
学
性
を
後
退
さ
せ
」
た
が
、
個
々
の
章
段
を
切
り
取
っ
て
み
る
と
「
具
象
的

な
内
容
の
面
白
さ
を
指
摘
」
で
き
る
と
、
天
正
本
の
特
徴
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

個
別
の
話
に
は
見
る
べ
き
所
も
あ
る
が
、
総
体
と
し
て
は
評
価
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
た
わ
け
だ
。
そ
の
上
で
、「
非
文
学
的
な
記
録
性
と
通
俗
的
な
抒
情
性

と
を
共
存
す
る
天
正
本
」
を
『
太
平
記
』
と
『
太
平
記
』
の
後
に
陸
続
と
誕
生

す
る
「
後
期
軍
記
」（
室
町
軍
記
・
戦
国
軍
記
）
と
の
間
を
埋
め
る
存
在
と
位

置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

京
極
佐
々
木
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
は
す
で
に
検
証
し
た
）
8
（

の
で
こ
こ

で
は
取
り
上
げ
な
い
。
本
論
で
筆
者
が
考
え
た
い
こ
と
は
後
者
で
指
摘
さ
れ
た

問
題
に
か
ん
す
る
内
容
で
あ
る
。
右
の
鈴
木
氏
の
指
摘
は
古
態
本
と
校
合
す
れ

ば
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
天
正
本
の
特
徴
は
別
の
視
点
か
ら
も
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
非
文
学
的
な
記
録
性
と
通
俗
的
な

抒
情
性
と
を
共
存
す
る
天
正
本
の
性
格
」
と
い
う
発
言
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ

う
に
、
改
訂
部
分
か
ら
抽
出
さ
れ
る
天
正
本
の
特
徴
は
多
様
で
、
し
か
も
改
訂

の
姿
勢
は
「
不
徹
底
」、
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
れ
ら
の
特
徴
が
対
立
し
て
い
る

場
合
や
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
よ
っ
て
、
天
正
本
全
体
を

覆
う
よ
う
な
特
徴
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
天
正
本
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。そ
の
際
、軍
記
物
語
の
特
徴
で
あ
る
合
戦
場
面
を
取
り
上
げ
、「
節
略
）
9
（

」「
節

略
改
訂
」
さ
れ
た
本
文
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
す
る
。
前
稿
）
10
（

で
も
述
べ
た
が
、

天
正
本
研
究
は
「
増
補
」「
増
補
改
訂
」
箇
所
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、

「
節
略
」「
節
略
改
訂
」
さ
れ
た
部
分
を
中
心
と
し
た
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
正
本
に
は
全
体
に
わ
た
っ
て
節
略
さ
れ
た
部
分
も
散
見
さ

れ
、
こ
の
部
分
を
中
心
と
し
た
検
討
か
ら
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

天
正
本
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
節
略
改
訂
さ
れ
た
場

面
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
を
も
踏
ま
え
た
と
き
に
天
正

本
は
ど
の
よ
う
な
伝
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
天
正
本
と
比
較
す
る
た
め
に
確
認
し
た
『
太
平
記
』
の
主
要
伝
本
は

二
十
三
本
）
11
（

で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
に
は
古
態
本
で
あ
る
西
源
院
本
系
の
善
本
で

あ
る
織
田
本
）
12
（

を
用
い
、
論
に
影
響
し
な
い
程
度
の
表
現
の
違
い
等
に
は
い
ち
い

ち
言
及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
本
論
で
例
示
し
た
部
分
は
す
べ
て
天
正

本
（
基
本
的
に
同
系
統
の
教
運
本
・
野
尻
本
〔
巻
三
十
ま
で
は
天
正
本
系
統
〕・

龍
谷
大
学
本
〔
巻
十
ま
で
の
零
本
〕
を
含
む
）
特
有
の
本
文
で
あ
る
。
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二
、
看
過
さ
れ
て
き
た
指
摘

　

鈴
木
氏
は
巻
三
十
「
武
蔵
野
合
戦
事
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
太
平

記
』
三
、
五
一
四
頁
〜
。
以
下
、「
3
五
一
四
〜
」
の
よ
う
に
示
す
）
の
合
戦

場
面
も
取
り
上
げ
、「
通
俗
的
抒
情
」
と
い
う
特
徴
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、

そ
の
部
分
で
「
義
興
の
鎌
倉
合
戦
の
条
に
な
る
と
、
天
正
本
の
記
述
は
、
玄
玖

本
等
に
比
し
て
著
し
く
簡
略
に
な
っ
て
を
り
…
…
」
と
い
う
重
要
な
指
摘
も
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
以
降
、
こ
の
指
摘
を
発
展
さ
せ
た
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
巻
二
十
九
・
三
十
の
合
戦
記
事
を
中
心
に
天
正
本
を
検
討
さ
れ
た
、
大
森

北
義
氏
の
「
天
正
本
太
平
記
の
一
性
格
）
13
（

」「
天
正
本
太
平
記
の
合
戦
記
に
つ
い

て
）
14
（

」
に
お
い
て
さ
え
、
節
略
の
問
題
は
深
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
大
森
氏
の
論
考
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

本
論
と
関
わ
る
大
森
氏
の
論
考
の
要
点
は
、
天
正
本
は
「
登
場
人
物
の
心
情

を
よ
り
詳
し
く
描
き
、
合
戦
叙
述
を
増
補
す
る
な
ど
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
過
程

と
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
確
か
に
、

天
正
本
の
合
戦
場
面
に
は
し
ば
し
ば
合
戦
の
具
体
的
な
様
子
や
心
情
描
写
等
が

増
補
さ
れ
、
時
に
過
剰
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
詳
細
な
叙
述
も
あ
る
。
増
補
記
事

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
の
指
摘
に
は
肯
け
る
所
も
あ
る
。
だ
が
、
節
略
箇
所
の

考
察
を
省
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
森

氏
は
、「
山
名
師
義
が
淀
に
攻
め
寄
せ
南
軍
の
法
性
寺
と
対
戦
し
、こ
れ
を
破
っ

た
」
部
分
に
は
節
略
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
「
本
文
の
引
用
は
省
略
」
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
考
察
を
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
他

本
よ
り
も
簡
略
な
合
戦
叙
述
の
部
分
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
天
正
本
の
特
徴

の
一
つ
に
数
え
ら
る
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
の

部
分
の
天
正
本
は
ど
の
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
正
本
の

特
徴
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
以
下
、
こ
の
部
分
の
検
証
か
ら
始
め
た
い
。

　

先
に
織
田
本
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
（
巻
三
十
一
「
八
幡
攻
事
并
細
川
人
々

被
夜
打
事
」）。
な
お
、
私
に
分
け
た
段
落
Ⅰ
〜
Ⅳ
は
後
掲
の
天
正
本
の
ⅰ
〜
ⅳ

の
内
容
に
対
応
し
て
い
る
。

　

Ⅰ 　

山
名
右
衛
門
佐
師
氏
、
出
雲
・
因
幡
・
伯
耆
三
ヶ
国
之
勢
ヲ
卒
（
マ
マ
）シ

テ
上

洛
ス
、
路
次
之
遠
ニ

依
テ
、
荒
坂
山
之
合
戦
ニ

ハ
ヅ
レ
タ
ル
事
無
念
ニ

思
ハ

レ
ケ
ル
間
、
ス
グ
ニ

八
幡
ヘ
推
寄
テ
、
一
軍
セ
ム
ト
自p

淀
向
レ
ケ
ル
ガ
、

　

Ⅱ 　

法
性
寺
左
兵
衛
督
爰
ニ

陣
ヲ
取
テ
、
①

淀
川
之
橋
三
間
引
落
シ
、
西
之
橋

爪
ニ

掻
楯
掻
テ
、
相
待
レ
ケ
ル
間
、
橋
ヲ
渡
ル
事
ハ
叶
ハ
ズ
、
サ
ラ
バ
筏

ヲ
作
テ
渡
レ
ト
テ
、
淀
之
在
家
ヲ
壊
テ
筏
ヲ
組
タ
レ
バ
、
五
月
之
霖
雨
ニ

水
増
リ
テ
押
流
サ
レ
ヌ
、

　

Ⅲ 　

数
日
在
テ
後
、
淀
大
明
神
之
前
ニ

浅
瀬
有
ト
聞
出
テ
、
二
千
余
騎
一
手
ニ

ナ
シ
、
流
ヲ
切
テ
打
渡
ス
ニ

、
法
性
寺
左
兵
衛
督
只
一
騎
、
敵
之
馬
之
懸

上
ル
所
ニ

引
ヘ
テ
、
敵
三
騎
切
テ
落
シ
、
ノ
リ
タ
ル
太
刀
ヲ
押
直
シ
テ
、

シ
ヅ
〳
〵
ト
引
テ
帰
レ
バ
、
②

山
名
ガ
兵
三
千
余
騎
、
吉
大
将
ト
コ
ソ
看

奉
ル
ニ

、
キ
タ
ナ
ク
モ
敵
ニ

後
ロ
ヲ
バ
見
セ
ラ
レ
候
物
哉
ト
テ
追
懸
タ
リ
、

返
ニ

難
事
歟
ト
テ
、
兵
衛
督
取
返
シ
テ
ハ
颰
ト
追
散
シ
、
返
合
セ
テ
ハ
切
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テ
落
シ
、
淀
之
橋
爪
ヨ
リ
御
山
マ
デ
、
十
七
度
マ
デ
コ
ソ
返
サ
レ
ケ
レ
、

サ
レ
共
馬
ヲ
モ
切
レ
ズ
、
我
身
モ
痛
手
ヲ
負
ザ
レ
バ
、
袖
菱
縫
・
吹
返
ニ

立
所
矢
少
々
折
懸
テ
、
御
山
之
陣
ヘ
ゾ
返
ラ
レ
ケ
ル
、

　

Ⅳ 　

山
名
右
衛
門
佐
在
薗
院
ニ

陣
ヲ
取
レ
バ
、
中
院
右
衛
門
督
猶
守
堂
口
ニ

支

テ
防
ム
ト
ス
、

　

こ
こ
で
は
合
戦
に
遅
れ
た
こ
と
を
無
念
に
思
っ
た
足
利
方
の
山
名
が
、
単
独

で
南
朝
方
を
攻
め
法
性
寺
と
交
戦
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
天
正
本
と

の
顕
著
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の
は
Ⅱ
と
Ⅲ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
傍
線
部
①

を
見
る
と
、
法
性
寺
が
淀
川
の
橋
を
落
と
し
た
た
め
に
山
名
は
在
家
を
崩
し
て

筏
を
作
り
渡
ろ
う
と
し
た
が
、
五
月
雨
に
よ
る
増
水
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
部
分
ま
で
を
見
る
と
、

数
日
間
足
止
め
を
食
ら
っ
た
後
に
、
淀
大
明
神
の
前
の
浅
瀬
を
渡
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
傍
線
部
②
に
は
、
一
度
退
こ
う
と
し
た
法
性
寺
を
山
名
が
挑

発
し
、
そ
れ
を
受
け
て
法
性
寺
が
再
び
激
し
く
戦
っ
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。

織
田
本
で
は
、
山
名
と
法
性
寺
の
戦
い
は
数
日
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
、

山
名
の
渡
河
後
に
二
度
戦
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

は
、
こ
の
部
分
の
天
正
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
巻
三
十
「
土
岐
三
河
守

討
死
事
」（
3
五
四
二
│
五
四
三
）
を
読
ん
で
み
よ
う
。

　

ⅰ 　

懸
シ

処
ニ

、
山
名
右
衛
門
佐
師
義
・
舎
弟
弾
正
少
弼
義
理タ
ヾ

、
出
雲
・
伯
耆

ノ

勢
ヲ

卒
（
マ
マ
）シ
テ

上
洛
有
ケ
ル
ガ
、
道
ノ

逗
留
ニ

依
テ

荒
坂
山
ノ

軍
ニ

ハ
ヅ
レ
ヌ
ル
事

不p

安
思
ハ
レ
ケ
レ
バ

、
直
ニ

八
幡
ヘ
推
寄
テ

、
一
合
戦
ス
ベ
シ
ト
テ

、
宇
治
路
ヨ

リ

美
豆
ノ

上
野
ヲ

ヘ
テ
ゾ

被レp

寄
ケ
ル
、

　

ⅱ 　

法
性
寺
左
兵
衛
督
康
長
山
下
ニ

陣
ヲ

取
テ

、
①

爰
ヲ
被レp

破
ジ
ト
ゾ
防
レ
ケ

ル
、

　

ⅲ 　

山
名
師
義
一
千
余
キ
ヲ

一
手
ニ

ナ
シ
、
敵
ヲ
一
方
請
テ
ゾ

責
入
玉
ケ
ル

、
其
ノ

勢
ニ

辟
易
シ
テ

、
官
軍
皆
ア
ラ
ケ
テ
引
ケ
ル
ヲ

、
法
性
寺
左
兵
衛
督
康
長
此
ニ

有
ト
名
乗
テ

、
只
一
キ
引
テ
進
ム

、
敵
三
キ
切
テ

落
、
ノ
リ
タ
ル
太
刀
ヲ

推
直

シ

、
閑
ト々

御
山
ノ

陣
ヘ
ゾ
被
レ

帰
ケ
ル

、
②

法
性
寺
左
兵
衛
督
心
ハ

武
ト

云
ド
モ
、

目
ニ

余
ル

ホ
ド
ノ
大
勢
ヲ

一
人
シ
テ

防
ガ
ン

事
ハ
不p

叶
、
引
退
テ

更
科
ニ

陣
ヲ

取
玉

ヘ
バ

、

　

ⅳ 　

山
名
右
衛
門
佐
ハ

花
（
マ
マ
）園

院
ニ
陣
ヲ
ト
リ

、
中
院
右
衛
門
督
ハ

森
堂
口
支
テ

戦

玉
ケ

ル
ガ
、
爰
ヲ
バ

一
足
モ

不p

引
ト
ゾ
（
マ
マ
）被p

誓
ケ
ル
、

　

天
正
本
の
展
開
は
こ
う
で
あ
る
。
山
名
氏
が
合
戦
に
遅
れ
た
こ
と
を
不
満
に

思
い
、
南
朝
方
が
籠
も
る
八
幡
山
を
攻
め
た
（
ⅰ
）。
そ
の
八
幡
山
の
下
に
は

法
性
寺
が
控
え
て
い
て
、
山
名
勢
を
防
い
だ
（
ⅱ
）。
山
名
の
猛
攻
を
受
け
退

却
す
る
官
軍
（
南
朝
軍
）
の
中
で
、
法
性
寺
一
人
だ
け
は
山
名
勢
と
戦
っ
た
後
、

静
か
に
八
幡
の
陣
に
戻
っ
た
。
法
性
寺
は
心
は
勇
ま
し
か
っ
た
が
、
一
人
だ
け

で
は
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
退
却
し
、
更
科
に
陣
を
取
っ
た
（
ⅲ
）。
山
名
は
花

園
院
に
陣
取
り
、
中
院
は
森
堂
口
で
山
名
を
防
ぐ
た
め
に
戦
っ
た
（
ⅳ
）。
点

線
部
①
②
を
見
る
と
、
天
正
本
に
は
山
名
の
渡
河
の
描
写
が
な
く
、
合
戦
は
一

日
だ
け
の
こ
と
の
よ
う
に
読
め
、
山
名
と
法
性
寺
の
戦
い
も
一
度
し
か
な
か
っ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
点
線
部
②
で
あ
る
。
天
正

本
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
部
分
で
法
性
寺
が
「
御
山
」
す
な
わ
ち
八
幡
の
男
山
に
退

却
し
た
と
他
本
と
同
じ
よ
う
に
語
っ
て
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
更
科
」
に
ま
で
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引
き
退
い
た
と
語
っ
て
い
る
の
だ
。
山
名
は
「
美
豆
」
側
（
桂
川
と
木
津
川
の

交
流
点
の
北
東
、
八
幡
の
北
側
）
か
ら
攻
め
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
す
ぐ
後

ろ
の
男
山
に
退
却
し
た
と
い
う
の
は
自
然
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
戦
っ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裏
側
に
当
た
る
八
幡
の
南
西
の
「
更
科
（
佐
羅
科
）」

ま
で
引
き
退
い
た
と
す
る
天
正
本
の
叙
述
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
し
か
も
、

天
正
本
に
は
ⅳ
に
続
き
「
去
程
ニ

四
月
廿
五
日
ヨ
リ
四
方
ノ

寄
手
同
時
ニ

牃
（
マ
マ
）合

攻

上
ケ
レ
バ
、
北
畠
顕
能
卿
ハ

園
寺
口
ヲ

堅
メ

、
和
田
・
楠
ハ

和
泉
・
河
内
ノ

勢
ニ
テ

更

科
ヲ

堅
タ
レ
バ

」
と
、
他
本
と
同
様
に
更
科
を
和
田
・
楠
が
守
っ
て
い
た
と
あ
り
、

以
降
も
法
性
寺
が
更
科
で
活
躍
し
た
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　

こ
の
不
自
然
な
退
却
記
事
は
天
正
本
が
節
略
改
訂
し
た
痕
跡
と
み
て
よ
か
ろ

う
。
織
田
本
の
法
性
寺
の
戦
う
場
面
を
節
略
し
ま
と
め
よ
う
と
し
た
際
、「
シ

ヅ
〳
〵
ト
引
テ
帰
レ
バ
」（
傍
線
部
②
直
前
）
と
「
御
山
之
陣
ヘ
ゾ
返
ラ
レ
ケ

ル
」（
傍
線
部
②
末
尾
）
の
部
分
に
も
手
を
加
え
、
前
者
を
「
御
山
ノ
陣
」
に

帰
っ
た
と
改
訂
し
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
後
の
方
を
「
御
山
」
に
で
き
な
く

な
り
、
和
田
・
楠
ら
の
い
る
「
更
科
」
に
変
更
し
た
の
で
は
な
い
か
。
何
と
か

整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
意
識
は
感
じ
ら
れ
る
が
、
天
正
本
の
杜
撰
）
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な
改

訂
の
結
果
が
不
自
然
な
叙
述
を
創
出
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

天
正
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
節
略
改
訂
さ
れ
た
部
分
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鈴
木
・
大
森
氏
が
言
及
さ
れ
た
天
正
本
巻
三
十
だ
け

で
は
な
い
。
節
を
改
め
て
、
い
く
つ
か
顕
著
な
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、
様
々
な
節
略
場
面

　

本
節
で
は
、
省
略
・
略
述
と
い
っ
て
も
問
題
な
い
節
略
改
訂
箇
所
を
確
認
す

る
こ
と
に
す
る
。

　

鈴
木
氏
が
言
及
さ
れ
て
い
た
武
蔵
野
合
戦
の
場
面
か
ら
見
て
い
こ
う
。
織
田

本
（
巻
三
十
一
「
武
蔵
野
小
手
差
原
合
戦
事
」）
で
は
、

　

将
軍
石
浜
川
ヲ
打
渡
リ
給
フ
時
ハ
、
已
ニ

腹
ヲ
切
ム
ト
テ
、
①

鎧
之
上
帯

切
テ
抛
捨
、
高
紐
弛
サ
ン
ト
シ
給
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
近
習
之
侍
共
二
千
余
騎
返

シ
合
テ
、
②

追
懸
タ
ル
敵
之
川
中
マ
デ
渡
シ
懸
タ
ル
ト
、
引
組
々
々
打
死

シ
ケ
ル
其
間
ニ

、
将
軍
急
ヲ
遁
レ
テ
、
向
之
岸
ヘ
懸
上
玉
フ
、
③

落
行
敵
ハ

三
万
余
騎
、
追
懸
ル
勢
ハ
五
百
余
騎
、
河
之
向
之
岸
高
シ
テ
、
屏
風
ヲ
立

タ
ル
如
ク
ナ
ル
ニ

、
数
万
騎
之
敵
返
シ
合
テ
、
爰
ヲ
前
途
ト
支
タ
リ
、
是
ニ

酉
之
下
リ
ニ

成
テ
、
川
之
渕
瀬
モ
見
ヘ
ワ
カ
ネ
バ
、
新
田
武
蔵
守
義
宗
継

テ
渡
ス
ニ

及
バ
ズ
、
自p

跡
ツ
ヾ
ク
御
方
ハ
ナ
シ
、
安
カ
ラ
ヌ
物
哉
ト
牙
ヲ

カ
ウ
テ
、
本
之
陣
ヘ
ゾ
引
返
サ
ル
、

と
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
足
利
尊
氏
が
切
腹
し
よ
う
と
し
た
際
の
所
作
（
傍
線

部
①
）
や
、
尊
氏
を
救
お
う
と
敵
と
戦
う
近
習
の
様
子
が
具
体
的
に
描
か
れ

（
傍
線
部
②
）、
逃
げ
る
尊
氏
軍
と
追
う
新
田
義
宗
軍
の
戦
い
が
詳
細
に
描
か
れ

て
い
る
（
傍
線
部
③
）。
だ
が
、
同
じ
場
面
の
天
正
本
（
巻
三
十
「
武
蔵
野
合

戦
事
」
3
五
一
八
）
に
は
、

　

隅
田
川
ヲ

渡
ラ
ン

ト
シ
玉
時
ハ

、
将
軍
已
ニ

腹
ヲ

切
ラ
ン
ト
シ
玉
シ
ヲ
、
近
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習
・
格カ
ク
ゴ勤

ノ

者
ド
モ

二
十
余
キ
、
河
中
ニ
テ

返
合
セ

支
戦
シ

其
間
ニ

、
将
軍
急
ヲ

遁
テ

石
浜
ノ

入
道
ガ

宿
所
ヘ
ゾ

入
セ

玉
ケ
ル

、
日
既
ニ

ク
レ
シ
カ
バ
、
新
田
武
蔵
守
、
尊

氏
ヲ
バ

打
漏
シ
ヌ

、
安
カ
ラ
ヌ
コ
ト
カ
ナ
ト
独
言
シ
テ

本
陣
ヘ
ゾ

引
帰
シ

給
ケ
ル

、

と
、
傍
線
部
①
②
③
が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
天
正
本
を
詳
細
に
見
て
い

く
と
、
こ
の
よ
う
に
他
本
が
有
す
る
具
体
的
な
描
写
、
詳
細
な
叙
述
が
節
略
さ

れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。
織
田
本
巻
十
四
「
官
軍
引
退
箱
根
事
）
16
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」
に
は
、

　

一
条
モ
大
力
早
態
ナ
レ
バ
、
抛
ラ
レ
タ
レ
共
倒
レ
ズ
、
漂
フ
足
ヲ
践
直

テ
、
猶
義
貞
ニ

走
懸
ラ
ム
ト
シ
ケ
ル
ヲ
、
篠
塚
馬
ヨ
リ
蜚
テ
下
リ
、
①

諸
膝

合
テ
倒サ
ニ

蹴
タ
ヲ
ス
、
倒
ル
ヽ
ト
均
ク
、
一
条
ヲ
起
シ
モ
立
ズ
、
押
テ
頸

掻
切
テ
ゾ
指
上
タ
ル
、
一
条
ガ
郎
等
共
、
②

目
之
前
ニ
テ
主
ヲ
打
セ
テ
、

心
憂
事
ニ

思
ケ
レ
バ
、
篠
塚
ヲ
討
ン
ト
、
馬
ヨ
リ
飛
下
々
々
打
テ
カ
ヽ
レ
バ
、

篠
塚
カ
イ
側
フ
テ
ハ
蹴
倒
シ

々
々
シ
テ
頸
ヲ
取
リ
、
足
ヲ
モ
滞
メ
ズ
、
一

所
ニ
テ
九
人
仡

（
マ
マ
）ゾ

討
レ
ニ
ケ
ル
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
対
応
す
る
天
正
本
巻
十
四
「
箱
根
竹
下
合
戦
事
」（
2
一
八

三
）
の
本
文
は
、
傍
線
部
①
が
「
取
テ

ヲ
サ
ヘ
頸
カ
キ
切
テ
ゾ

指
挙
タ
ル

」、
傍
線
部

②
が
「
主
ヲ
打
セ
テ
何
ヅ
ク
ノ

為
ニ
カ

命
ヲ

可p

惜
ム

ト
テ
懸
入
〳
〵
一
所
ニ
テ

九
人
マ
デ

コ

ソ
打
レ
ニ
ケ
レ
」
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
合
戦
の
具
体
的
描
写
が
削
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

　

同
様
の
場
面
は
天
正
本
巻
二
十
八
「
幡
州
光
明
寺
摂
州
打
出
合
戦
事
」（
3

四
二
九
）
に
も
あ
る
。
織
田
本
の
本
文
（
巻
二
十
九
「
小
清
水
合
戦
事
」）
を

引
用
し
）
17
（

、
天
正
本
が
節
略
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
引
い
て
示
そ
う
。

　

是
ハ
松
田
左
近
将
監
ト
覚
ル
、
目
之
前
ニ
テ
討
ル
ヽ
御
方
ヲ
助
ズ
ト
云

事
ヤ
可p

有
ト
テ
、
十
六
騎
抜
連
テ
懸
レ
バ
、
七
騎
之
敵
引
退
テ
、
松
田

ハ
命
ヲ
助
リ
ニ
ケ
リ
、
①

松
田
・
薬
師
寺
十
七
騎
ニ

成
テ
、
且
シ
整
ヘ
タ
ル

処
ヘ
、
彼
等
ガ
手
物
共
、
彼
方
此
方
ヨ
リ
馳
付
テ
、
又
百
騎
計
ニ

成
ケ
レ
バ
、

石
堂
・
畠
山
ガ
先
懸
之
兵
ヲ
、
三
町
計
追
返
シ
タ
ル
ニ
、
敵
モ
勇
気
ヤ
疲

レ
ケ
ム
、
其
後
ヨ
リ
ハ
追
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
軍
ハ
爰
ニ

テ
止
ニ

ケ
リ
、
薬
師
寺

ハ
②

鎧
ニ

立
所
之
矢
少
々
折
掛
テ
、
湊
川
ヘ
馳
返
リ
タ
レ
バ
、
…
…

　

天
正
本
は
、
他
本
が
有
す
る
傍
線
部
分
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
助
け
ら
れ
た

松
田
と
薬
師
寺
の
下
に
再
度
兵
が
集
ま
り
、
石
堂
・
畠
山
勢
を
追
い
返
し
た
こ

と
（
傍
線
部
①
）、
戦
い
の
激
し
さ
を
伝
え
る
薬
師
寺
の
鎧
の
様
子
（
傍
線
部

②
）
が
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
正
本
巻
二
十
八
「
将
軍
并

義
詮
丹
州
没
落
事
」（
3
四
一
七
）
に
は

「
舎
弟
又
五
郎
師
高
、
土
ヤ
ノ

平
三
ト

引
組
テ

二
疋
ノ

間
ヘ

落
ツ

」
と
い
う
一
文
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
織
田
本
巻
二
十
九
「
越
後
守
師
泰
自
石
見
国
引
返
事
付

美
作
国

事
并

光
明
寺
合
戦
事
」
の
）
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、

　

弟
又
五
郎
師
高
①

見p

之
、
哀
レ
ヨ
カ
ラ
ン
ズ
ル
敵
ニ

組
テ
指
違
ヘ
バ
ヤ

ト
思
処
ニ

、
火
威
鎧
ニ

紅
之
母
衣
懸
タ
ル
武
者
一
騎
、
相
近
ニ

寄
合
タ
リ
、

誰
ソ
ト
問
ヘ
バ
土
屋
平
三
ト
②

名
乗
ル
、
陶
山
莞
ト
笑
ヒ
、
敵
ヲ
バ
嫌
マ
ジ
、

ヨ
レ
組
ン
ト
云
侭
ニ

引
組
テ
、
馬
二
疋
ガ
中
ヘ
ド
ウ
ト
落
、
…
…

と
い
う
部
分
の
傍
線
部
①
②
を
削
っ
た
形
で
あ
る
。
天
正
本
は
陶
山
又
五
郎
と

土
屋
平
三
が
一
騎
打
ち
し
た
と
い
う
筋
だ
け
を
語
り
、
他
本
で
語
ら
れ
て
い
る

心
情
や
装
束
描
写
等
を
削
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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右
で
は
、
陶
山
と
土
屋
の
会
話
も
消
さ
れ
て
い
る
。
増
補
記
事
の
検
討
か
ら

は
会
話
が
増
や
さ
れ
て
い
る
の
も
天
正
本
の
特
徴
の
一
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
19
（

。

そ
の
よ
う
な
場
面
が
認
め
ら
れ
る
の
も
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
他
本

が
有
す
る
会
話
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
場
面
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
確
認
し
て

お
き
た
い
。
例
え
ば
、
観
応
の
擾
乱
の
際
に
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
将
軍
尊
氏

が
切
腹
を
覚
悟
す
る
場
面
で
あ
る
。
織
田
本
（
巻
二
十
九
「
松
岡
城
周
章
事
）
20
（

」）

で
は
、
そ
の
時
の
尊
氏
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

将
軍
執
事
兄
弟
ヲ
召
近
付
テ
、「
云
甲
斐
ナ
キ
物
共
ガ
只
一
軍
ニ

負
タ
レ

バ
ト
テ
、
落
行
事
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
、
サ
リ
共
、
高
橋
・
海
老
名
六
郎
ハ

ヨ
モ
落
タ
ラ
ジ
ナ
」
ト
問
給
ヘ
バ
、「
其
モ
早
落
テ
候
」、「
長
井
治
部
少

輔
・
佐
分
利
加
賀
ハ
ヤ
ハ
ヤ
落
ル
」
ト
、「
否
、
夫
モ
皆
落
テ
候
」、「
サ

テ
残
ル
勢
何
程
カ
有
」、「
今
ハ
御
中
之
御
勢
・
師
直
郎
従
・
赤
松
信
濃
守

ガ
勢
、
彼
此
五
百
騎
ニ
ハ
倍
リ
候
ハ
ジ
」
ト
申
セ
バ
、
…
…

　

カ
ギ
括
弧
を
加
え
会
話
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。
尊
氏
は
執
事
の
高

師
直
兄
弟
に
味
方
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
の
だ
が
、
信
頼

し
て
い
た
高
橋
・
海
老
名
ま
で
も
逃
げ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
く
し
立
て
る
よ
う

に
残
っ
て
い
る
者
の
名
を
聞
い
て
い
る
。
問
い
が
瞬
時
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
、

期
待
か
ら
焦
り
へ
、
そ
し
て
絶
望
す
る
に
至
る
ま
で
の
尊
氏
の
心
の
動
き
が
会

話
の
連
続
に
よ
り
見
事
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
天
正
本
で
は
尊
氏
と
執

事
兄
弟
の
一
度
の
会
話
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
太
平
記
』
本
来
の

魅
力
的
な
表
現
世
界
を
手
放
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
天
正
本
（
巻
二
十
八

「
幡
州
光
明
寺
摂
州
打
出
合
戦
事
」。
3
四
三
二
）
を
読
ん
で
み
よ
う
。

　

将
軍
執
事
兄
弟
ヲ

召
シ
テ

、「
云
甲
斐
ナ
キ

者
ド
モ

哉
、
只
一
軍
ニ

負
タ
レ
バ

ト
テ
落

行
事
ヤ
ア
ル
、
誰
カ

是
ニ

候
」ト
問
玉
ヘ
バ
、「
宵
マ
デ
ハ

関
合
ツ
ル

者
ド
モ

皆
散
々

ニ

成
候
テ

、
今
ハ

師
直
・
師
泰
ガ

郎
等
少
々
、
赤
松
信
濃
守
ガ

是
ニ

攻
テ
候
ナ
ラ

デ
ハ

、
更
ニ

人
モ

候
ハ
ズ

」
ト

申
、
…
…

　

点
線
部
か
ら
は
、
話
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
独
自
文
を
入
れ
、
会
話
部
分

を
削
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
話
が
理
解
で
き
る
形
に
さ
え
な
っ
て

い
れ
ば
、
物
語
の
魅
力
を
引
き
立
て
る
効
果
を
有
す
る
会
話
部
分
で
す
ら
削
る
。

こ
れ
も
天
正
本
の
節
略
改
訂
の
姿
勢
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　

本
節
の
最
後
に
、
武
士
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
活
躍
譚
が
節
略
さ
れ
て
い
る
部
分

も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
織
田
本
（
巻
三
十
八
「
諸
国
宮

方
蜂
起
事
并

越
中
軍
事
）
21
（

」）
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

　
①

山
名
ガ
勢
ハ
纔
ニ

七
百
余
騎
、
国
遠
シ
テ
兵
粮
乏
シ
ク
、
▼
馬
人
疲
レ

テ
城
之
構
ヘ
緊
シ
カ
ラ
ズ
、
角
テ
ハ
如
何
可p

怺
ヌ
、
聞
落
ニ
ゾ
セ
ム
ズ

ラ
ム
ト
覚
ケ
ル
処
ニ

、
小
林
民
部
丞
伯
耆
国
ヲ
出
シ
ヨ
リ
、
今
度
天
下
ヲ

動
ス
程
之
合
戦
ヲ
セ
ズ
ハ
、
生
テ
再
ビ
本
国
ヘ
ハ
帰
ラ
ジ
ト
申
切
テ
出
タ

リ
シ
カ
バ
、
ナ
ジ
カ
ハ
チ
共
騒
グ
ベ
キ
、
一
所
ニ

テ
打
死
セ
ム
ト
気
ヲ
励
シ
、

心
ヲ
一
ニ

ス
ル
兵
共
、
神
水
ヲ
飲
テ
、
寄
手
已
ニ

篠
村
ヲ
立
ト
聞
シ
カ
バ
、

何
ク
ニ
テ
モ
ヒ
ロ
ミ
ヘ
馳
合
セ
テ
、
組
打
ニ

討
ム
ト
議
シ
ケ
ル
間
、
篠
村

之
大
勢
是
ヲ
聞
テ
、
却
テ
被p

寄
ヤ
セ
ム
ズ
ラ
ム
ト
、
二
日
路
ヲ
隔
タ
ル

敵
ニ

ヲ
ソ
レ
テ
、
一
足
モ
先
ヘ
ハ
進
マ
ズ
、
木
戸
ヲ
拵
ヘ
逆
木
ヲ
引
テ
、

用
心
密
シ
ク
シ
テ
ゾ
居
タ
リ
ケ
ル
、
サ
レ
共
▲
②

小
林
兵
粮
ニ

ツ
マ
リ
テ
、

亦
伯
耆
国
ヘ
引
返
シ
ケ
レ
バ
、
御
敵
ヲ
バ
輒
ク
追
落
タ
リ
ト
訇
シ
リ
テ
、
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キ
ソ
ク
バ
ミ
テ
ゾ
帰
洛
シ
ケ
ル
、

　

織
田
本
で
は
、
兵
粮
が
尽
き
退
却
す
る
山
名
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
死
を
覚
悟

し
て
い
た
小
林
は
敵
と
対
峙
し
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
小
林
も
兵
粮
が

な
く
な
り
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部

分
の
天
正
本
（
巻
三
十
七
「
中
国
西
国
蜂
起
事
」。
4
三
〇
四
）
は
叙
述
が
非

常
に
短
く
な
っ
て
い
る
。
天
正
本
は
、
傍
線
部
①
の
最
後
「
兵
粮
乏
シ
ク
」
と

傍
線
部
②
の
冒
頭
「
小
林
兵
粮
ニ

ツ
マ
リ
テ
」
が
重
な
る
表
現
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
ま
と
め
た
の
だ
ろ
う
。
織
田
本
に
あ
る
、
山
名
勢
が
引
い
て
行
く
中
に

あ
っ
て
小
林
は
死
を
覚
悟
し
て
い
た
故
に
残
っ
た
と
い
う
▼
▲
間
の
長
文
を
削

り
、
主
語
を
山
名
と
小
林
の
二
人
に
し
、「
重
テ

大
軍
ヲ

可p

起
ト
テ

」
と
い
う
独
自

文
を
加
え
る
こ
と
で
、

　

山
名
中
務
大
輔
・
小
林
民
部
丞
、
手
勢
計
ニ
テ

多
日
ノ

転
漕
ニ

疲
テ

、
重
テ

大

軍
ヲ

可p

起
ト
テ

、
伯
耆
国
ヘ
ゾ

引
帰
ス

、
懸
シ
カ
バ
都
ノ

打
手
ハ

在
陣
モ

無w

其
ノ

詮q

ト
テ

、
御
敵
ヲ
バ

不
日
ニ

追
落
候
ヌ
ト
気
色
バ
ウ
テ
帰
洛
ア
リ

、

と
い
う
短
文
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
林
の
覚
悟
は
な
く
て
も
話

の
筋
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
天
正
本
は
節
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
前
節
と
合
わ
せ
て
七
例
の
節
略
改
訂
箇
所
を
例
示
し
て
き
た
。
合
戦

叙
述
の
場
面
に
限
っ
て
も
他
に
も
複
数
の
事
例
を
拾
え
る
が
、
本
論
で
示
し
た

例
か
ら
だ
け
で
も
天
正
本
の
節
略
改
訂
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
物
語
の
展
開
に
大
き
く
関
わ
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
部
分
、

戦
闘
の
具
体
的
様
子
・
装
束
描
写
・
会
話
・
心
情
描
写
・
個
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
削
り
、
文
章
を
短
く
し
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
森
氏
が

指
摘
さ
れ
た
天
正
本
の
特
徴
に
反
す
る
性
格
だ
け
で
な
く
、「
広
本
）
22
（

」
的
な
面

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
天
正
本
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
傾
向
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
節
略
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ

た
天
正
本
独
自
の
内
容
や
、
文
意
が
通
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
の

存
在
で
あ
る
。
天
正
本
の
「
節
略
」
と
い
う
性
格
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。

四
、
節
略
が
生
み
出
し
た
物
語

　

最
初
に
、
天
正
本
巻
七
「
新
田
義
貞
賜
綸
旨
事
」（
1
三
四
九
）
の
検
討
か

ら
は
じ
め
よ
う
。
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
倒
幕
を
決
意
し
た
新
田
義
貞
が
隠
岐
に
配
流
中
の
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
に

代
わ
る
大
塔
宮
護
良
親
王
の
令
旨
を
手
に
入
れ
た
い
と
考
え
、
執
事
の
船
田
入

道
義
昌
に
相
談
し
た
。
す
る
と
船
田
は
い
と
も
簡
単
に
引
き
受
け
、
策
略
を
巡

ら
し
て
令
旨
を
入
手
し
た
。
左
は
船
田
が
籌
策
を
巡
ら
し
て
大
塔
宮
の
下
人
を

捉
え
る
場
面
で
あ
る
。
先
に
織
田
本
（
巻
七
「
義
貞
賜
綸
旨
事
）
23
（

」）
を
引
用
し
、

天
正
本
以
外
の
諸
本
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
確
認
し
よ
う
。

　

船
田
入
道
畏
テ
、
大
塔
宮
ハ
此
辺
之
山
中
ニ

忍
テ
御
座
候
ナ
レ
バ
、
義

昌
方
便
ヲ
廻
シ
テ
、
急
テ
令
旨
ヲ
申
出
シ
候
ベ
シ
ト
、
事
安
ゲ
ニ

領
状
申
テ
、

己
ガ
役
所
ヘ
ゾ
帰
リ
ケ
ル
、

▼　

其
翌
日
船
田
己
ガ
若
党
ヲ
卅
余
人
、
野
伏
ノ
ス
ガ
タ
ニ

出
立
セ
テ
、
夜

中
ニ

葛
城
山
ニ

登
セ
、
船
田
入
道
落
行
マ
ネ
ヲ
シ
テ
、
朝
マ
ダ
キ
ノ
霧
ガ
ク
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レ
ニ

追
ツ
返
シ
ツ
半
時
計
同
士
軍
ヲ
ゾ
シ
タ
リ
ケ
ル
、
宇
多
・
内
郡
之
野

伏
共
是
ヲ
見
テ
、
御
方
ゾ
ト
心
得
、
力
ヲ
合
セ
ム
為
ニ

、
ヨ
ソ
ノ
峯
ヨ
リ

ヲ
リ
合
テ
、
近
付
タ
リ
ケ
ル
処
ヲ
、
船
田
ガ
勢
之
中
ニ

取
コ
メ
、
十
一
人

マ
デ
生
取
テ
ゲ
リ
、

　

船
田
此
生
取
共
ヲ
ト
キ
脱
シ
テ
、
潜
ニ

申
ケ
ル
ハ
、
今
汝
等
ヲ
タ
バ
カ

リ
テ
搦
取
タ
ル
事
、
全
ク
誅
セ
ン
為
ニ

非
ズ
、
新
田
殿
本
国
ヘ
帰
テ
御
旗

ヲ
挙
ム
ト
シ
給
ガ
、
令
旨
ナ
ク
テ
ハ
叶
マ
ジ
ケ
レ
バ
、
汝
等
ニ

大
塔
宮
之

御
座
所
ヲ
尋
ト
ハ
ン
為
ニ

召
取
リ
ツ
ル
也
、
命
惜
バ
案
内
者
シ
テ
、
コ
ナ

タ
ノ
使
ヲ
ツ
レ
テ
宮
之
御
座
所
ヘ
参
レ
ト
申
ケ
レ
バ
、
▲

　

野
伏
共
大
ニ

悦
テ
、
其
御
為
ニ
テ
候
ハ
ヾ
イ
ト
安
キ
事
ニ
テ
候
、
御
使

マ
デ
モ
候
マ
ジ
、
此
中
ニ

一
人
暫
之
暇
ヲ
給
テ
、
令
旨
ヲ
申
出
テ
進
セ
候

ハ
ム
ト
申
テ
、
残
リ
十
人
ヲ
バ
留
メ
テ
、
一
人
宮
之
御
方
ヘ
ト
テ
ゾ
参
リ

ケ
ル
、

　

船
田
の
考
え
た
策
は
第
二
・
第
三
段
落
（
▼
▲
部
分
）
に
具
体
的
に
語
ら
れ

て
い
る
。
若
党
に
野
伏
の
姿
を
さ
せ
、
船
田
ら
は
落
ち
武
者
に
扮
し
、
幕
府
方

と
後
醍
醐
方
と
の
戦
い
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
夜
中
に
山
に
入
り
、
霧
が
か

か
っ
て
い
る
早
朝
の
視
界
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
中
で
行
動
す
る
こ
と
で
、
大

塔
宮
方
の
人
々
に
そ
れ
と
気
づ
か
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
点
な
ど
、
い
か
に

も
策
士
船
田
ら
し
い
。
そ
こ
に
、
船
田
の
想
定
通
り
に
味
方
（
野
伏
に
扮
し
た

船
田
の
若
党
）
を
助
け
よ
う
と
大
塔
宮
方
の
野
伏
十
一
人
が
来
る
。
船
田
は
十

一
人
を
生
け
捕
り
に
し
、
主
君
義
貞
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
喜
ん

で
大
塔
宮
の
令
旨
を
頂
戴
し
て
く
る
と
語
っ
た
。
そ
こ
で
、
船
田
は
十
人
を
人

質
に
残
し
、
一
人
を
宮
の
許
に
行
か
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
船
田
の
思
惑
通

り
に
事
が
運
び
、
見
事
に
令
旨
を
入
手
す
る
物
語
の
展
開
は
読
ん
で
い
て
心
地

よ
い
。
船
田
の
深
慮
遠
謀
が
具
現
化
さ
れ
て
い
く
、
そ
の
世
界
に
浸
る
こ
と
で

こ
の
物
語
を
楽
し
め
る
の
だ
。

　

で
は
、
天
正
本
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

舟
田
入
道
畏
テ

尤
其
ノ

謂
候
、
早
々
思
食
立
候
ヘ
、
令
旨
ノ

事
ハ
籌
策
ヲ

可p

廻
候
ト
、
容タ
ヤ
ス
ク易

気
ニ

事
請
シ
テ

▼
吉
野
・
十
津
河
ノ

樵
夫
・
草
カ
リ
士
ヲ

一

両
人
囚ト
ラ
ヘテ

、
宮
ノ

御
在
所
ヲ

責
問
ケ
レ
バ
、
初
程
不p

申
ケ
ル
ヲ
、
事
ノ

由
シ

カ
〳
〵
ト
謂
テ
、
所
詮
御
在
所
ヲ

聞
セ
ズ
ハ

、
可トp

切p

頸
申
ケ
レ
バ
、
▲
此
ノ

男
其
事
ニ
テ
候
ハ
ヾ
安
キ
事
候
、
サ
ラ
バ
御
暇
ヲ
給
テ

令
旨
ヲ

申
出
候
ベ
シ

ト
堅
ク

約
ヲ
残
テ

帰
ニ

ケ
リ
、

　

天
正
本
で
は
、
船
田
は
大
塔
宮
が
籠
も
る
吉
野
・
十
津
川
の
樵
夫
ら
を
一
・

二
人
捕
ら
え
、
護
良
親
王
の
居
場
所
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、
最
初
は
黙
っ
て
い

た
が
、
目
的
を
伝
え
言
わ
ね
ば
首
を
斬
る
と
脅
し
た
と
こ
ろ
、
令
旨
を
頂
い
て

く
る
と
言
っ
て
戻
っ
て
行
っ
た
と
、
い
た
っ
て
簡
単
な
叙
述
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
織
田
本
の
第
二
・
第
三
段
落
に
対
応
す
る
部
分
を
▼
▲
で
囲
ん
だ
が
、

天
正
本
の
叙
述
の
短
さ
は
一
見
し
て
明
か
で
あ
る
。
天
正
本
に
は
船
田
の
策
に

よ
る
同
士
軍
や
生
け
捕
り
に
し
た
樵
夫
（
野
伏
）
達
に
対
す
る
船
田
の
セ
リ
フ

が
な
い
の
で
あ
る
。
節
略
改
訂
の
結
果
、
他
本
に
描
か
れ
て
い
た
用
意
周
到
さ

が
失
せ
、「
堅
ク

約
ヲ
残
」
し
た
だ
け
で
樵
夫
た
ち
を
信
用
し
て
そ
の
ま
ま
帰
し

て
し
ま
う
と
い
う
、
脇
の
甘
い
人
物
と
し
て
船
田
は
形
象
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

天
正
本
の
船
田
像
は
他
本
と
異
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
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場
面
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
船
田
像
を
変
え
る
意
識
が
天
正
本
に
あ
っ
た
可

能
性
も
完
全
に
は
払
拭
で
き
な
い
。
だ
が
、
船
田
像
を
変
え
た
こ
と
に
よ
る
効

果
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
前
節
で
確
認
し
て
き
た
諸
事
例
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
も
文
意
が
変
わ
る
こ
と
を
気
に
せ
ず
に
節
略
し
た
と
判
断

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
節
略
改
訂
の
結
果
と
し
て
人
物
像
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
同
様
の
事
例
は
次
の
場
面
に
も
指
摘
で
き
る
。

　

天
正
本
巻
三
十
一
「
赤
松
氏
範
与
土
岐
長
山
勇
力
事
并
神
楽
岡
合
戦
事
」

（
4
二
八
│
二
九
）
を
見
て
み
よ
う
。
山
名
軍
と
足
利
方
の
土
岐
の
桔
梗
一
揆

の
戦
い
を
語
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
左
の
よ
う
な
不
思
議
な
内
容

が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

東
ノ

方
ヲ

見
レ
バ

、
土
岐
桔
梗
ノ

一
揆
ト

覚
シ
ク
テ

、
水
色
ノ

旗
一
流
指
上
ゲ

、
大

鍬
形
共
ヲ

夕
日
ニ

カ
ヽ
ヤ
カ
シ

、
連ルw

魚
鱗ニq

兵
六
七
百
キ
ガ

程
ヒ
カ
ヘ
タ
リ

、
小

林
人
馬
ノ

息イ
キ
ヲ
モ

継ツ
ガ
セ
ズ

、
猶
モ
進
テ

見
（
マ
マ
）ニ

蒐
ラ
ン
ト
シ
ケ
ル
ヲ

、
山
名
右
衛
門
佐

挙テp

扇
ヲ

招
留
テ

、
荒
手
兵
千
余
キ
ヲ

引
勝
テ

相
近
ク

、

　

土
岐
モ

山
名
モ

閑シ
ヅ

ト々

馬
ヲ

歩
セ
ケ
ル
ガ
、
隘ア
イ

近
ニ
成
ケ
レ
バ
、
互
ニ

モ
ロ

鐙
ヲ

并
テ

破
テ

入
ル

、
桔
梗
一
揆
五
百
余
キ
馬
ヨ
リ

下
リ
テ

、
一
面
ニ

布
皮
ヲ

シ
キ
座

シ
タ
レ
バ
、
荒
手
馬
武
者
ニ

蒐
悩
サ
レ
、
一
所
ニ
テ

百
余
人
並p

尸
ネ
ヲ

討
レ
テ

ケ

リ
、

　

対
峙
し
た
両
軍
は
「
閑シ
ヅ

ト々

馬
ヲ

歩
セ
ケ
ル
ガ
、
隘ア
イ

近
ニ
成
ケ
レ
バ
、
互
ニ

モ

ロ
鐙
ヲ

并
テ

破
テ

入
ル

」
と
馬
を
走
ら
せ
戦
い
始
め
た
。
が
、
そ
れ
に
続
く
点
線
部

で
は
「
大
鍬
形
共
ヲ

夕
日
ニ

カ
ヽ
ヤ
カ
シ

、
連ルw

魚
鱗ニq

兵
六
七
百
キ
ガ

程
ヒ
カ
ヘ
タ
リ

」

と
語
ら
れ
て
い
た
土
岐
の
桔
梗
一
揆
が
、
馬
か
ら
下
り
て
敷
皮
を
敷
い
て
座
っ

て
い
た
の
で
山
名
勢
に
攻
め
ら
れ
、
百
人
以
上
も
討
ち
死
に
し
た
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
支
離
滅
裂
な
叙
述
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
天
正
本
は
次
の
よ
う
な

文
章
を
節
略
し
た
際
に
、
お
か
し
な
文
章
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
織
田

本
（
巻
三
十
二
「
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事
」）
を
確
認
し
よ
う
。

　

宮
方
手
合
之
軍
ニ

打
勝
テ
、
気
ヲ
揚
勇
ニ

乗
テ
、
東
方
ヲ
見
タ
レ
バ
、
土

岐
桔
梗
一
揆
、
水
色
之
旗
差
・
大
鍬
形
夕
陽
ニ

輝
シ
、
魚
鱗
ニ

連
リ
テ
、
六

七
百
騎
ガ
程
磬
タ
リ
、
小
林
猶
モ
進
テ
是
ニ

懸
ラ
ム
ト
シ
ケ
ル
ヲ
、
山
名

右
衛
門
佐
扇
ヲ
挙
テ
招
キ
留
メ
、
荒
手
之
兵
千
余
騎
ヲ
引
勝
テ
相
近
付
、

　

土
岐
モ
山
名
モ
閑
々
ト
馬
ヲ
歩
セ
ケ
ル
ガ
、
近
々
ト
成
ケ
レ
バ
、
互
ニ

諸
鐙
ヲ
并
テ
懸
入
リ
、
敵
御
方
一
度
ニ

颯
ト
交
合
、
弓
手
ニ

合
、
妻
手
ニ

背

ケ
テ
、
半
時
計
切
合
タ
ル
ニ

、
馬
煙
虚
空
ニ

廻
リ
、
飆
之
微
塵
ヲ
吹
立
ル
ニ

不p

異
、
太
刀
鐔
音
・
時
声
、
百
千
之
雷
之
落
掛
ル
様
ニ

聞
ヘ
テ
、
ス
ハ
ヤ

宮
方
打
勝
ヌ
ト
見
ヘ
シ
カ
バ
、
鞍
之
上
空
キ
放
レ
馬
、
二
三
百
疋
東
西
ニ

走
出
テ
、
山
名
ガ
兵
之
切
崎
ニ

頭
ヲ
貫
カ
ヌ
ハ
無
リ
ケ
リ
、

　

織
田
本
に
は
傍
線
部
の
如
く
具
体
的
な
合
戦
描
写
が
あ
る
。
天
正
本
は
こ
の

部
分
を
節
略
改
訂
し
た
際
に
、
不
思
議
な
文
章
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

点
線
部
の
よ
う
な
独
自
文
を
加
え
た
理
由
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
天

正
本
が
文
意
を
考
慮
せ
ず
に
節
略
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
う
一

例
、
節
略
に
よ
り
文
意
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
部
分
を
例
示
し
て
お
こ
う
。

天
正
本
（
巻
三
十
六
「
新
将
軍
不
例
細
川
相
模
守
京
都
没
落
南
方
降
参
事
」
4

二
四
七
）
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
。

　

猿
程
ニ
、
尾
張
左
衛
門
佐
氏
頼
、
北
陸
道
ノ
勢
三
千
余
キ
ヲ
卒
（
マ
マ
）テ
、
越
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前
ヨ
リ
ツ
バ
キ
ガ
峠
エ
向
フ
、
仁
木
三
郎
搦
手
ノ
大
将
ヲ
給
テ
、
山
陰
道

ノ
勢
二
千
余
キ 

ヲ
卒
（
マ
マ
）テ

、
丹
波
ヨ
リ
逆
谷
エ
向
フ
ト
聞
ケ
レ
バ
、
①

相
模

守
大
ニ
ア
ザ
笑
テ
、
是
等
ヲ
敵
ニ
請
テ
物
ト
ヤ
思
フ
ベ
キ
、
清
氏
馳
向
マ

デ
モ
ナ
ク
、
若
党
・
中
間
共
少
々
指
向
ル
物
ナ
ラ
バ
、
近
付
事
ア
ル
マ
ジ

キ
物
ヲ
ト
宣
給
ケ
レ
バ
、
②

尾
張
左
衛
門
佐
氏
頼
、
是
ヲ
聞
、
大
ニ
怒
テ

軈
テ
大
勢
ヲ
卒
（
マ
マ
）テ

、
十
月
廿
九
日
椿
ガ
峠
エ
打
向
給
ケ
レ
バ
、
③

相
模
守

清
氏
敵
ノ
大
勢
ナ
ル
ヲ
聞
、
自
身
ム
カ
ハ
デ
ハ
不
叶
ト
テ
、
城
ニ
ハ
頓
宮

四
郎
左
衛
門
尉
ヲ
残
シ
置
キ
、
舎
弟
左
馬
助
相
共
ニ
五
百
余
キ
ニ
テ
追
手

ノ
敵
ニ
馳
向
、

　

天
正
本
の
展
開
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
足
利
方

の
尾
張
左
衛
門
佐
氏
頼
三
千
余
騎
と
仁
木
三
郎
二
千
余
騎
は
細
川
相
模
守
清
氏

を
攻
め
に
向
か
っ
た
。
す
る
と
、
彼
ら
の
勢
力
を
聞
い
た
清
氏
は
馬
鹿
に
し
、

自
ら
が
出
向
く
ま
で
も
な
い
、
若
党
・
中
間
を
差
し
向
け
れ
ば
十
分
だ
と
言
い

放
っ
た
（
点
線
部
①
）。
そ
れ
を
聞
い
た
斯
波
氏
頼
は
怒
り
（
点
線
部
②
）、
大

勢
を
率
い
て
清
氏
を
攻
め
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
清
氏
は
自
身
が
向
か
わ
ね
ば

叶
う
ま
い
と
判
断
し
（
点
線
部
③
）、
出
陣
し
た
。

　

天
正
本
は
、
点
線
部
①
で
足
利
方
の
勢
を
聞
い
て
若
党
・
中
間
で
十
分
だ
と

言
っ
て
い
た
氏
清
が
、
点
線
部
③
で
は
敵
が
大
勢
だ
と
聞
い
て
自
身
で
向
か
う

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
点
が
お
か
し
い
の
だ
。
仁
木
勢
も
合
わ
せ
た
足

利
軍
の
兵
力
を
見
下
し
て
い
た
清
氏
が
、
そ
れ
よ
り
も
少
な
い
は
ず
の
斯
波
氏

頼
だ
け
の
軍
勢
を
「
大
勢
」
と
見
做
す
よ
う
に
至
っ
た
脈
絡
が
ま
っ
た
く
認
め

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
点
線
部
①
は
思
慮
の
足
り
な
い
浅
は
か
な

細
川
清
氏
の
発
言
で
、
天
正
本
独
自
の
清
氏
像
を
創
り
出
す
た
め
の
改
訂
と
考

え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
筆
者
は
先
の
船
田
の
場
合
と
同
じ

く
、
こ
れ
は
節
略
の
結
果
、
天
正
本
の
文
章
が
乱
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

織
田
本
（
巻
三
十
六
「
頓
宮
四
郎
心
替
清
氏
参
南
方
事
并

畠
山
道
誓
没
落
事
）
24
（

」

を
確
認
し
よ
う
。

　

去
程
ニ

尾
張
左
衛
門
佐
追
手
之
大
将
ヲ
承
テ
、
北
陸
道
之
勢
三
千
余
騎

ヲ
卒
（
マ
マ
）テ

、
越
前
ヨ
リ
椿
峠
ヘ
向
フ
、
仁
木
三
郎
搦
手
之
大
将
ヲ
給
テ
、
仙
（
マ
マ
）

陰
道
之
勢
二
千
余
騎
ヲ
卒
（
マ
マ
）シ

テ
、
丹
波
ヨ
リ
逆
谷
ヘ
向
ト
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、

①

相
模
守
大
ニ

ア
ザ
笑
テ
、
ア
ナ
哀
ノ
物
共
ヤ
、
是
等
ヲ
敵
ニ

請
テ
ハ
、
力

者
二
三
人
ニ

杉
サ
イ
棒
突
セ
テ
サ
シ
ム
ケ
タ
ラ
ム
ニ

不
足
有
マ
ジ
、
先
敦
賀

ニ

朝
倉
ガ
先
打
ニ
テ
陣
ヲ
取
タ
ム
ナ
ル
、
打
散
セ
ト
テ
、
中
間
ヲ
八
人
差

遣
サ
ル
、
八
人
之
中
間
共
、
敦
賀
津
ヘ
紛
入
テ
、
浜
面
之
在
家
十
余
町
ニ

火
ヲ
懸
テ
、
時
ノ
声
ヲ
ゾ
揚
タ
リ
ケ
ル
、
朝
倉
ガ
兵
三
百
余
騎
、
時
之
声

ニ

驚
キ
、
ス
ハ
ヤ
相
模
守
之
寄
タ
ル
ハ
、
定
テ
大
勢
ニ
テ
ゾ
有
ラ
ム
、
引

テ
後
陣
之
勢
ニ

加
ハ
レ
ト
テ
、
矢
ノ
一
ヲ
モ
射
ズ
、
朝
倉
敦
賀
ヲ
引
ケ
レ
バ
、

相
伴
フ
兵
三
百
余
騎
、
馬
物
具
ヲ
取
捨
テ
、
越
前
国
府
ヘ
ゾ
逃
タ
リ
ケ
ル
、

②

サ
レ
バ
コ
ソ
思
ツ
ル
事
ハ
ト
、
人
毎
ニ

言
弄
ブ
ト
沙
汰
セ
シ
カ
バ
、
尾
張

左
衛
門
大
ニ

怒
テ
、
軈
テ
大
勢
ヲ
卒
（
マ
マ
）シ
テ
、
十
月
廿
九
日
椿
手
向
ヘ
打
向
フ
、

③

相
模
守
是
聞
テ
、
今
度
ハ
一
人
モ
敵
ト
云
物
ヲ
生
テ
ヤ
ル
マ
ジ
ケ
レ
バ
、

自
身
向
ハ
デ
叶
マ
ジ
ト
テ
、
城
ニ

頓
宮
四
郎
左
衛
門
尉
ヲ
残
シ
ヲ
キ
、
舎

弟
左
馬
助
相
共
ニ

、
五
百
余
騎
ニ

テ
追
手
之
敵
ニ

相
向
フ
、

　

織
田
本
に
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
尾
張
左
衛
門
・
仁
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木
三
郎
ら
足
利
軍
の
勢
力
を
聞
い
た
氏
清
は
馬
鹿
に
し
（
傍
線
部
①
）、
中
間

八
人
を
向
か
わ
せ
氏
頼
方
の
先
陣
を
務
め
る
朝
倉
が
控
え
る
越
前
敦
賀
を
攻
め

た
と
こ
ろ
、
驚
い
た
朝
倉
は
何
も
せ
ず
に
逃
亡
し
た
（
こ
の
部
分
、
天
正
本
に

は
な
い
）。
そ
れ
見
た
こ
と
か
と
馬
鹿
に
し
て
い
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
氏
頼

は
怒
り
、
大
勢
を
率
い
て
清
氏
方
に
向
か
っ
た
（
傍
線
部
②
）。
そ
れ
を
聞
い

た
清
氏
は
今
度
は
全
滅
さ
せ
て
や
ろ
う
、
そ
の
た
め
に
は
自
身
が
向
か
わ
ね
ば

な
ら
な
い
と
判
断
し
た
（
傍
線
部
③
）
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ア
ザ
笑
」（
傍
線
部
①
）、「
言
弄
」（
傍
線
部
②
）
と
い
う
氏
頼
を
馬
鹿
に
し

た
箇
所
が
二
つ
あ
る
が
、
織
田
本
で
は
そ
れ
は
異
な
る
時
点
・
状
況
下
で
別
人

に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
天
正
本
は
こ
の
二
つ
の
馬
鹿
に
す

る
と
い
う
行
為
に
着
目
し
、
文
意
を
考
え
ず
に
三
つ
の
傍
線
部
分
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
節
略
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、「
今
度
ハ
一
人
モ
敵
ト
云
物
ヲ
生
テ

ヤ
ル
マ
ジ
ケ
レ
バ
」
と
い
う
部
分
も
落
と
し
て
し
ま
い
、
意
の
通
じ
な
い
文
章

に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
文
章
量
を
減
ら
す
こ
と
に
の
み
注
意
が
払
わ
れ
、
内

容
を
十
分
に
理
解
せ
ず
に
節
略
改
訂
を
行
う
と
い
う
天
正
本
の
態
度
が
こ
こ
か

ら
も
看
取
さ
れ
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
天
正
本
は
節
略
改
訂
す
る
際
に
、
記
事
量
を
減
ら
す
こ
と
に
意

を
注
ぎ
、
文
意
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
拘
泥
し
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
文
意
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
合
戦
場
面
を
中
心
に
天
正
本
の
節
略
改
訂
記
事
の
検
討
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
話
の
筋
立
て
に
影
響
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
具
体
的
な

叙
述
、
心
情
描
写
や
会
話
、
個
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
削
ら
れ
て
い
る
例
が
確
認

さ
れ
た
他
、
節
略
改
訂
の
結
果
と
し
て
文
意
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
面

が
あ
る
こ
と
を
示
し
得
た
。
本
論
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
増
補
改
訂
記

事
の
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
き
た
、
天
正
本
に
は
合
戦
叙
述
を
詳
細
に
描
く

傾
向
が
あ
る
と
い
う
指
摘
や
「
広
本
」
的
な
伝
本
で
あ
る
と
す
る
位
置
付
け
と

対
立
し
、
天
正
本
像
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

問
題
点
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
本
論
で
は
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
指
摘
は
合
戦
場
面
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
、
天
正
本
を
考
え

る
際
に
は
節
略
改
訂
に
も
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
増
補
改
訂
記
事
を
中
心
と
し
た
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
特
徴
も
首
肯
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
様
々
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
正
本
に
は
独
自
の
構
想
の
下
に
新
た
な
物
語
を
創
り

出
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
）
25
（

。
ま
た
、
大
森
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
合
戦
を
詳

細
に
描
き
出
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
天
正
本
に

は
相
反
す
る
立
場
か
ら
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
事
例
が
混
在
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

同
じ
こ
と
は
他
の
事
例
に
も
指
摘
で
き
る
。
佐
々
木
道
誉
関
係
の
記
事
が
改
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訂
さ
れ
、
佐
々
木
道
誉
を
は
じ
め
と
し
た
京
極
佐
々
木
氏
に
と
っ
て
好
ま
し
い

叙
述
に
改
め
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
改
訂
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、

逆
に
道
誉
批
判
が
強
ま
っ
て
い
る
と
読
め
る
部
分
も
あ
る
）
26
（

。
こ
れ
は
他
の
氏
族

の
叙
述
に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
27
（

。
ま
た
、
史
実
に
合
わ
せ
た
改
訂
が
な

さ
れ
て
い
る
一
方
で
史
実
と
合
わ
な
い
ま
ま
の
箇
所
も
あ
り
、
後
日
譚
を
増
補

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
一
方
で
節
略
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
悲
劇
性
を
強
調

す
る
増
補
が
な
さ
れ
て
い
る
一
方
で
悲
劇
性
を
弱
め
て
し
ま
っ
て
い
る
節
略
）
28
（

も

あ
り
、
批
判
性
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
れ
ば
独
自
の
視
点
か
ら
批
判
し

て
い
る
場
面
）
29
（

も
あ
る
。
天
正
本
の
改
訂
に
は
こ
の
よ
う
に
様
々
な
要
素
が
認
め

ら
れ
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
天
正
本
の
独
自
本
文
中
か
ら
は
し
ば
し
ば
相
反

す
る
性
格
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
節
略
改
訂
記
事
に
注

目
し
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
天
正
本
の
特
徴
を
加
え
た
こ
と

に
よ
り
、
天
正
本
の
有
す
る
多
様
な
独
自
記
事
は
ま
す
ま
す
集
成
し
に
く
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
れ
も
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
物
語
の
自
然
な
姿
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。『
義
経
記
』
や
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
作
品
世
界
を
想
起
す
れ
ば
、

場
面
の
盛
り
上
が
り
を
重
視
し
た
た
め
に
論
理
性
を
欠
い
て
い
る
場
面
や
、
矛

盾
し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
別
に
不
思
議
な
こ
と
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
『
太
平
記
』
に
も
同
様
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
人
々
の
視
点
か
ら
天
正
本
を
見
れ
ば
、
関
心

の
あ
る
部
分
を
改
訂
し
た
こ
と
に
よ
り
構
想
に
破
綻
を
来
し
て
し
ま
っ
て
い
て

も
、
場
面
に
よ
っ
て
改
訂
の
傾
向
が
異
な
っ
て
い
よ
う
と
も
、
不
自
然
な
こ
と

で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　

様
々
な
面
を
持
つ
天
正
本
の
全
体
像
を
合
理
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
、

捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
難
し
い
。
し
か
し
、
場
面
ご
と
に
改
訂
の
傾
向
が
異
な
る

こ
と
も
不
自
然
な
現
象
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
天
正
本
と
向

き
合
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。
個
別
の
場
面
に
認
め
ら
れ
る
顕
著
な
特
徴
を
天
正

本
全
体
の
そ
れ
に
適
用
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
様
々
な
性
格
の
改
訂
が
な

さ
れ
た
部
分
が
鏤
め
ら
れ
た
伝
本
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
天

正
本
を
正
確
に
位
置
付
け
る
有
効
な
視
点
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

天
正
本
に
は
、『
難
太
平
記
）
30
（

』
や
古
記
録
類
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
人
々
の
『
太
平
記
』
受
容
の
有
り
様
）
31
（

が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。天
正
本
ら
し
さ
は
、右
の
如
き
南
北
朝
・
室
町
時
代
を
生
き
た
人
々

の
感
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

注

（
１

）　

和
田
「
序
論　

研
究
史
概
観
と
問
題
の
所
在
」（『
太
平
記 

生
成
と
表
現
世
界
』
新

典
社
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
２

）　

鈴
木
登
美
惠
氏
「
古
態
の
『
太
平
記
』
の
考
察
│
│
皇
位
継
承
記
事
を
め
ぐ
っ
て

│
│
」（「
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
三
十
六
│
二
、
一
九
九
一
年
二
月
）
参
照
。

（
３

）　

小
秋
元
段
氏
「
南
都
本
『
太
平
記
』
本
文
考
」（『
太
平
記
・
梅
松
論
の
研
究
』
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
九
八
年
三
月
）
参
照
。

（
４

）　

公
家
社
会
の
享
受
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
端
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
管
見
記
』
太

平
記
断
簡
に
つ
い
て
」（
島
津
忠
夫
氏
監
修
『
日
本
文
学
説
林
』
和
泉
書
院
、
一
九
八

六
年
九
月
）、
長
坂
成
行
氏
「
宮
内
庁　

書
陵
部
蔵
『
御
願
書
并

御
告
文
旧
草
』
中
『
太
平
記
詞
』・
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翻
刻
」（「
青
須
我
波
良
」
三
十
四
、
一
九
八
七
年
十
二
月
）
参
照
。
将
軍
家
周
辺
や
禅

林
社
会
で
の
享
受
に
つ
い
て
は
、
和
田
「『
大
館
持
房
行
状
』
に
見
る
五
山
僧
の
『
太

平
記
』
受
容
│
│
『
太
平
記
』
を
利
用
し
た
家
伝
の
作
成
│
│
」（「
季
刊
悠
久
」
一
五

一
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
）
参
照
。

（
５

）　

天
正
本
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
長
坂
成
行
氏
「
天
正
本
『
太
平
記
』
の
成
立
│
│

和
歌
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（
長
谷
川
端
氏
編
『
軍
記
文
字
研
究
叢
書
九　

太
平
記
の

世
界
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）、
長
坂
氏
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
八
年
）「
天
正
本
」
の
項
、
和
田
「『
太
平
記
』
と
武
家
│
│
天
正
本
と

佐
々
木
京
極
氏
の
関
係
を
中
心
に
」（
松
尾
葦
江
氏
編
『
軍
記
物
語
講
座 

第
三
巻　

平

和
の
世
は
来
る
か 

太
平
記
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）、
和
田
「
天
正
本
『
太
平
記
』

の
節
略
本
文
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（「
古
典
遺
産
」
七
十
一
、
二
〇
二
二
年
八
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
６

）　
「
佐
々
木
道
誉
を
め
ぐ
る
太
平
記
の
本
文
異
同
│
│
天
正
本
の
類
の
増
補
改
訂
の
立

場
に
つ
い
て
│
│
」（「
軍
記
と
語
り
物
」
二
、
一
九
六
四
年
十
二
月
）。

（
７

）　
「
天
正
本
太
平
記
の
考
察
」（「
中
世
文
学
」
十
二
、
一
九
六
七
年
五
月
）。

（
８

）　

注（
5
）「『
太
平
記
』
と
武
家
│
│
天
正
本
と
佐
々
木
京
極
氏
の
関
係
を
中
心
に
」

参
照
。

（
９

）　
「
節
略
」
と
は
「
塩
梅
し
て
省
く
こ
と
。
適
当
に
省
い
て
へ
ら
す
こ
と
。
省
略
」（『
日

本
国
語
大
辞
典
』）「
適
当
に
省
い
て
減
ら
す
こ
と
。
省
略
」（『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』）

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
塩
梅
」
と
は
「
程
よ
く
配
置
し
た
り
処
置
し
た
り
す
る
こ
と
。

ま
た
、
あ
や
つ
る
こ
と
」、「
適
当
」
と
は
「
う
ま
く
そ
の
場
を
取
り
繕
い
、
し
の
ぐ
こ

と
。
ま
た
、
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
節

略
」
と
は
、
考
え
た
上
で
適
切
な
量
に
減
ら
す
場
合
や
、
十
分
に
考
え
ず
に
い
い
加
減

に
減
ら
す
場
合
、
そ
う
い
っ
た
相
反
し
た
性
質
を
内
包
し
た
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
は
ぶ
く
こ
と
。
は
ぶ
い
て
簡
単
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
の
「
省
略
」
や
、「
簡
単
・

簡
素
に
す
る
た
め
に
、
全
体
か
ら
一
部
を
減
ら
す
。
む
だ
な
も
の
、
余
計
な
も
の
を
取

り
除
く
。
簡
略
に
す
る
。
倹
約
す
る
。
省
略
す
る
」
意
の
「
省
く
」、
あ
る
い
は
「
あ

ら
ま
し
を
述
べ
る
こ
と
。
要
点
を
述
べ
る
こ
と
。
略
叙
」
の
意
の
「
略
述
」
と
は
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
少
々
異
な
り
、「
省
略
」
だ
け
で
な
く
「
適
当
」
に
略
す
と
い
う
意
を
も
含

ん
だ
語
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
正
本
編
者
が
「
適
当
」
に
改
訂
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
前
稿
で
も
触
れ
本
論
で
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
正
本
の
改

訂
さ
れ
た
部
分
に
は
熟
慮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
部
分
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
、
右
の
他
の
語
よ
り
も
「
節
略
」
の
方
が
天
正
本
の
改
訂
の

特
徴
を
よ
り
適
切
に
評
せ
る
語
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
以
上
に
引
用
し
た
辞
典
類
の

説
明
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
（https://japanknow

ledge-com
.w

aseda.idm
.oclc.

org/library/

）
に
よ
っ
た
（
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
一
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
10
）　

注（
5
）「
天
正
本
『
太
平
記
』
の
節
略
本
文
を
め
ぐ
る
一
考
察
」。

（
11
）　

甲
類
：
永
和
本
・
織
田
本
・
神
田
本
・
玄
玖
本
・
神
宮
徴
古
館
本
・
南
都
本
・
正
木

本
・
松
井
本
。
乙
類
：
今
川
家
本
・
吉
川
家
本
・
書
陵
部
本
・
梵
舜
本
・
前
田
家
本
・

毛
利
家
本
・
米
澤
本
・
流
布
本
（
慶
長
八
年
古
活
字
本
）、
丙
類
：
教
運
本
（
旧
義
輝

本
）・
野
尻
本
・
龍
谷
大
学
本
、
丁
類
：
京
大
本
・
神
戸
大
学
本
（
旧
釡
田
本
）・
豪
精

本
・
中
京
大
学
本
。
な
お
、
永
和
本
は
巻
三
十
二
の
み
の
、
龍
谷
大
学
本
は
巻
十
ま
で

の
零
本
で
あ
る
た
め
、
永
和
本
は
天
正
本
の
巻
三
十
一
・
三
十
二
と
、
龍
谷
大
学
本
は

巻
七
と
し
か
比
較
で
き
て
い
な
い
。

（
12
）　

織
田
本
に
つ
い
て
は
、
和
田
「
西
源
院
本
『
太
平
記
』
の
基
礎
的
研
究
」
│
│
巻
一
・

巻
二
十
一
の
書
き
入
れ
を
中
心
に
│
│
（「
国
文
学
研
究
」
百
九
十
、
二
〇
二
〇
年
三

月
）
お
よ
び
「
点
描　

西
源
院
本
『
太
平
記
』
の
歴
史
│
│
古
写
本
か
ら
文
庫
本
ま
で

│
│
」（
荒
木
浩
氏
編
『
古
典
の
未
来
学
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
13
）　
「
天
正
本
太
平
記
の
一
性
格
」（
伊
地
知
鐵
男
氏
編
『
中
世
文
学 

資
料
と
論
考
』
笠

間
書
院
、
一
九
七
八
年
）。

（
14
）　
「
天
正
本
太
平
記
の
合
戦
記
に
つ
い
て
」（「
鹿
児
島
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
二
十
二
、

一
九
七
八
年
十
月
）。

（
15
）　

注（
5
）「
天
正
本
『
太
平
記
』
の
節
略
本
文
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
で
も
論
じ
て
い
る
。

（
16
）　

こ
の
部
分
の
梵
舜
本
は
天
正
本
と
同
じ
だ
が
、
そ
れ
は
天
正
本
の
影
響
を
受
け
て
い

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
17
）　

こ
こ
は
神
田
本
欠
巻
。

（
18
）　

こ
こ
は
神
田
本
欠
巻
。
梵
舜
本
は
こ
の
部
分
の
本
文
を
有
さ
な
い
。

（
19
）　

長
坂
氏
「
天
正
本
太
平
記
の
性
格
」（「
奈
良
大
学
紀
要
」
七
、
一
九
七
八
年
十
二
月
）

（
20
）　

こ
こ
は
神
田
本
欠
巻
。

（
21
）　

こ
こ
は
神
田
本
欠
巻
。

（
22
）　

注（
5
）長
坂
氏
著
書
参
照
。

（
23
）　

こ
こ
は
京
大
本
欠
巻
。
な
お
、
巻
三
十
以
前
で
あ
る
が
天
正
本
系
統
の
野
尻
本
も
こ

こ
は
織
田
本
と
同
じ
で
あ
る
。

（
24
）　

中
京
大
本
は
傍
線
部
②
を
欠
く
。

（
25
）　

す
で
に
注（
7
）の
鈴
木
氏
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
も
李
章
姫
氏

「
天
正
本
『
太
平
記
』
巻
二
十
六
「
大
稲
妻
天
狗
未
来
記
事
」
の
視
点
」（「
軍
記
と
語

り
物
」
五
十
二
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
大
坪
亮
介
氏
「
天
正
本
『
太
平
記
』
に
お
け

る
北
朝
」（『
南
北
朝
軍
記
物
語
論
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）、
李
氏
「
天
正
本
『
太

平
記
』
巻
三
十
八
「
政
道
雑
談
事
」
の
現
実
認
識
│
│
巻
三
十
五
以
降
の
考
察
を
通
し

て
│
│
」（「
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
研
究
成
果
報
告
集　

国
際
日
本
学
」
十
九
、

二
〇
二
二
年
十
月
）
等
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
書
も
「
諸
本
の
独
自
性
と
共
通
性
」

（『『
太
平
記
』　

生
成
と
表
現
世
界
』。
初
出
は
二
〇
〇
六
年
十
月
）
や
注（
5
）「
天
正

本
『
太
平
記
』
の
節
略
本
文
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
等
で
論
じ
て
い
る
。

（
26
）　

注（
5
）「『
太
平
記
』
と
武
家
│
│
天
正
本
と
佐
々
木
京
極
氏
の
関
係
を
中
心
に
」

参
照
。

（
27
）　

注（
５

）長
坂
氏
論
文
参
照
。

（
28
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
29
）　

長
坂
氏
「
天
正
本
『
太
平
記
』
の
巻
頭
記
事
│
│
巻
二
・
巻
五
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

（「
奈
良
大
学
紀
要
」
十
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
最

近
で
も
注（
25
）の
李
氏
の
論
文
が
天
正
本
に
も
独
自
の
批
判
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）　
『
難
太
平
記
』
と
『
太
平
記
』
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
近
年
の
拙
論
に
、「
今
川
了

俊
と
『
太
平
記
』」（『
太
平
記
』
国
際
研
究
集
会
編
『『
太
平
記
』
を
と
ら
え
る　

三
』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
31
）　

加
美
宏
氏
「『
看
聞
御
記
』
│
│
公
家
の
『
太
平
記
』
読
み
と
物
語
僧
」（『
太
平
記

享
受
史
論
考
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
）
は
、『
看
聞
日
記
』
永
享
八
年
（
一
四
三
七
）

五
月
七
日
条
に
双
六
に
興
じ
、
皆
で
酒
を
飲
む
場
で
庭
田
重
有
が
『
太
平
記
』
を
読
ん

で
い
る
部
分
に
注
目
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
重
有
の
『
太
平
記
』
読
み
は
、
そ
の
場
の
状
況
か
ら
推
し
て
、
南
北
朝
期

の
歴
史
や
政
道
論
・
兵
法
論
を
謹
聴
す
る
と
い
っ
た
固
い
雰
囲
気
は
、
ま
っ
た
く

感
じ
ら
れ
ず
、
宴
席
の
余
興
・
徒
然
の
慰
安
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
室
町
期
に
お
い
て
、『
太
平
記
』
は
、（
中
略
）

慰
安
・
娯
楽
的
享
受
、
換
言
す
れ
ば
、
単
な
る
史
書
や
実
録
と
し
て
で
は
な
く
、

一
種
の
文
芸
書
と
し
て
の
享
受
が
、
は
や
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の

『
看
聞
御
記
』
の
記
事
は
証
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

特
に
具
体
的
な
材
料
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
天
正
本
が
右
の
よ
う
な
享
受

の
環
境
と
ど
れ
ほ
ど
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

室
町
時
代
の
享
受
の
実
態
と
『
太
平
記
』
本
文
と
の
関
係
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
太
平
記
使
用
テ
ク
ス
ト
】

神
田
本
…
汲
古
書
院
刊
。
教
運
本
…
勉
誠
社
刊
『
義
輝
本
太
平
記
』。
京
大
本
…
勉
誠

出
版
社
刊
。
玄
玖
本
…
勉
誠
社
刊
。
豪
精
本
…
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
原
本
。
中
京
大
学
本

…
新
典
社
刊
。
梵
舜
本
…
古
典
文
庫
。
流
布
本
…
岩
波
旧
大
系
。
そ
の
他
は
写
真
や
紙

焼
き
写
真
を
用
い
た
。

　

な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
通
行
字
体
に
改
め
、
読
点
を
付
す
な
ど
一
部
校
訂
を
加
え

た
所
が
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
の
人
文
科
学
研
究
助
成
お
よ
び
科
研
費
（
課

題
番
号22K

00328
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


